
ゆ「

金
滞
古
蹟
志
巻
五

は
金
屋
門
・
金
屋
々
敷
と
書
き
た
り
。
是
も
元
総
以
後
は
、
皆
金
谷

の
こ
宇
を
か
き
、
随
っ
て
洩
野
川
口
の
金
屋
町
も
、
金
谷
と
昏
き
た

り
。
是
も
尾
坂
門
と
同
じ
く
.
嘉
宇
陀
改
め
た
る
も
の
怠
る
ぺ
し
。

O
横
山
大
膳
康
玄
茜
第

=
一
盛
記
に
一
弐
ふ
。
元
和
六
年
十
二
局
廿
四
日
の
夜
、
披
中
臭
方
よ
り

出
火
、
本
丸
表
・
奥
方
の
屋
敷
焼
失
、
利
光
卿
北
J

丸
山
崎
美
濃
屋
敷

へ
被
v
鴛
ν
入
。
翌
月
横
山
大
勝
屋
形
を
明
け
て
排
へ
ら
れ
、
利
光
卿
井

に
若
君
建
御
入
被
v
成
、
大
膳
は
下
屋
敷
へ
引
越
し
け
り
云
々
。
御
作

事
奉
行
辻
助
左
衛
門
・
松
江
次
郎
兵
衛
奉
り
て
壁
一
中
に
作
事
取
合
せ
.

E
月
下
旬
に
は
や
立
家
に
成
り
、
三
月
中
に
ふ
す
ま
・
障
子
の
給
様

ま
で
出
来
し
、
卯
月
上
旬
に
御
移
徒
相
演
み
け
り
一
宮
々
。
按
宇
る
に
、

右
第
に
、
翌
年
四
月
ま
で
利
光
卿
居
給
ひ
た
り
し
と
間
ゆ
。
三
州
.
志

槌
義
飴
考
に
も
‘
元
和
六
年
庚
申
十
二
月
廿
四
日
夜
、
金
城
火
災
.

公
北
J

丸
山
崎
美
浪
の
家
に
災
を
漣
け
、
明
日
横
山
大
膳
康
玄
の
家
に

移
り
給
ふ
。
と
あ
り
。
叉
三
州
志
来
因
概
克
附
録
に
は
、
共
の
頃
横

山
大
勝
長
知
新
丸
に
第
あ
り
。
元
和
の
火
災
に
、
微
妙
公
北
J

丸
山
崎

美
濃
第
へ
掠
座
、
共
の
明
日
公
盛
ぴ
二
・
=
一
の
公
子
、
此
の
大
勝
第
へ

移
ら
せ
給
ひ
、
大
勝
は
下
第
ヘ
退
く
。
翌
春
緒
士
年
頭
の
儀
砲
は
.

は
明
既
必
御
出
可
v
被
ν
成
哉
之
官
被
且
申
迭
刊
さ
て
ι

初
め
て
招
請
の
事

な
れ
ば
、
馳
走
申
度
事
友
れ

E
も
‘
念
成
る
事
ゆ
ゑ
如
何
せ
ん
と
て
、

木
具
と
申
す
も
飴
り
と
と
ん
¥
し
か
る
べ
し
と
て
.
結
構
成
る
黒
塗

の
膳
の
縁
を
か
ん
訟
を
か
け
て
し
ら
げ
出
さ
る
。
夜
に
入
り
け
れ
ば

ホ
守
d
y
a
T

花
の
下
に
白
張
の
鬼
灯
提
灯
を
百
援
許
と
も
し
け
る
と
ぞ
。
昔
の
馳

走
の
仕
形
は
心
の
付
き
た
る
事
ど
も
た
り
し
。
と
い
へ
り
。
僚
や
る

に
、
宮
田
越
後
守
重
政
は
‘
寛
永
二
年
四
月
卒
す
れ
ば
、
横
山
大
謄

康
玄
を
招
請
せ
ら
れ
し
は
、
元
和
年
中
の
事
・
な
ら
ん
か
。
村
井
長
明

の
象
賢
紀
略
に
、
慶
長
五
年
正
月
之
御
・
法
度
陀
、
家
中
振
舞
ど
も
殊

之
外
過
般
に
成
候
由
沙
汰
の
限
り
、
と
利
長
卿
被
a
仰
出
一
一
日
汁
扱
か

う
の
物
ま
で
に
三
さ
い
、
若
し
御
法
度
そ
む
き
申
候
は
ど
‘
亭
主
銀

一
枚
・
客
二
十
目
、
く
わ
鏡
花
召
あ
げ
ら
れ
候
は
ん
旨
候
。
然
る
底

に
共
年
三
月
.
上
下
鍛
勉
隠
し
方
々
互
に
振
舞
打
に
出
合
申
候
。
共

時
富
田
牟
左
衛
門
方
へ
太
閤
但
馬
を
振
舞
申
候
。
相
伴
は
今
校
内
記

危
ど
に
て
‘
但
馬
初
而
御
出
に
付
て
.
木
具
仕
立
に
て
膳
を
出
し
候

へ
ば
、
但
馬
守
騰
を
私
有
さ
へ
.
か
様
に
御
法
度
そ
む
き
候
事
は
、
我

等
も
不
邑
罷
成
一
亭
主
も
共
通
に
侯
云
々
。
共
儀
利
長
卿
御
耳
に
、
西
村

六
右
衛
門
入
申
由
。
殊
の
外
御
機
嫌
よ
く
、
但
馬
を
御
ほ
め
候
由
申
憤

金
滞
古
蹟
志
血
管
五

四
O 

新
丸
の
犬
膳
家
に
て
受
け
給
ふ
と
一
疋
ふ
。
と
載
せ
た
り
。
今
按
宇
る

に
‘
三
州
志
健
義
鈴
考
に
大
勝
康
玄
と
記
し
、
来
図
概
覧
に
は
大
勝

長
知
と
す
る
は
共
に
制
肢
に
し
て
‘
山
城
守
長
知
と
す
ぺ
し
。
長
知
は

元
和
元
年
に
叙
得
し
て
、
山
城
守
を
奔
任
す
。
元
和
元
・
二
年
の
土
岐

に
、
三
高
石
横
山
山
城
守
・
五
千
石
横
山
大
勝
と
あ
り
。
大
膳
康
玄
は

山
按
守
長
知
の
長
男
な
り
。
慶
長
十
年
利
長
卿
被
=
召
出
一
采
地
千
石

賜
v
之
。
大
坂
按
攻
め
に
軍
功
を
頴
せ
る
に
よ
り
、
四
千
石
宛
雨
度
加

思
あ
り
て
、
九
千
石
拝
領
し
、
亙
保
二
年
九
月
十
八
日
先
v
父
捜
す
。

享
年
五
十
六
。
同
年
十
二
月
長
知
致
仕
し
、
康
玄
の
長
男
忠
次
承
組

し
て
‘
長
知
の
家
椋
を
相
綬
せ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
一
試
ふ
。

横
山
第
新
丸
に
在
り
し
故
‘
後
迄
も
新
丸
家
と
人
々
一
横
山
氏
を
呼
ぴ

し
と
也
。
横
山
氏
後
今
の
事
校
境
内
に
第
地
を
賜
は
り
、
元
職
九
年

更
に
今
の
第
へ
時
局
す
。

O
横
山
大
膳
侮
話

享
保
紀
聞
に
一
宮
ふ
。
金
銭
越
後
屋
敷
は
、
昔
富
岡
越
後
守
の
屋
敷
・
な

り
。
共
の
向
ひ
に
積
山
大
騰
の
屋
敷
あ
り
。
越
後
屋
敷
庭
の
模
花
盛

り
の
時
分
、
横
山
大
勝
見
物
に
参
り
度
皆
申
入
れ
ら
る
。
越
後
守
聞

い
て
.
成
程
御
出
可
v
被
-
下
.
何
か
と
申
内
花
も
散
り
可
v
申
。
可
v
成

し
候
之
事
。
と
あ
り
。
越
後
守
が
木
具
と
申
す
も
飴
り
と
と

λ
¥し

と
て
、
黒
愈
の
謄
の
縁
を
例
ら
せ
け
る
も
、
慶
長
五
年
以
来
の
法
度

を
守
り
け
る
た
ら
ん
か
。
叉
享
保
紀
聞
に
、
横
山
山
城
守
長
知
子
息

大
膳
康
玄
は
、
常
に
大
酒
家
に
付
‘
心
安
く
出
入
り
け
る
者
、
山
城

守
に
申
し
け
る
は
、
何
と
て
異
見
不
'
被
v
成
候
哉
。
か
や
う
に
大
酒
に

て
は
、
御
短
命
に
可
v
有
a
御
一
座
-
候
と
一
宮
ふ
。
山
城
守
返
答
に
、
我
等

は
異
見
仕
ざ
る
鹿
島
悟
た
り
。
子
細
は
‘
大
膳
儀
せ
が
れ
な
が
ら
愚
鈍

に
も
無
v
之
生
付
に
侯
へ
ば
、
是
程
の
事
心
付
か
ぬ
筈
に
も
な
く
候
へ

ど
も
‘
相
止
め
不
v
申
は
病
集
と
申
す
者
な
り
。
我
等
異
見
仕
た
る
上

に
て
、
大
酒
不
a
相
止
-
相
果
候
て
は
、
大
勝
に
庇
を
付
く
ぺ
し
と
被
v

申
け
る
と
也
。
然
る
に
果
し
て
短
命
に
て
候
ひ
き
。
但
五
十
六
歳
に

て
病
死
。
左
あ
れ
ば
短
命
に
は
非
宇
。
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
大

膳
康
玄
は
正
保
二
年
九
月
十
八
日
父
長
知
に
先
立
ち
残
せ
り
。
故
に

短
命
と
い
へ
る
た
ら
ん
。
共
の
子
左
衛
門
忠
次
も
五
十
五
裁
に
て
夜

す。O
興
湾
内
記
忠
治
嘗
第

象
賢
紀
略
花
、
犬
聖
寺
攻
め
の
明
年
九
月
‘
江
戸
よ
り
姫
君
金
津
b

御
輿
入
云
々
。
=
=

四




